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◆表紙デザインと画像◆

　色彩は日本原子力研究開発機構のロゴマークに合わせた青を基調とし、澄んだ青空から光（明るい未来）が差し
込む様子をイメージしました。デザイン要素に取り入れています「正六角形」は玄武すなわち亀の甲羅を表し、長
寿のシンボルとして古来より尊ばれた紋様です。なお、高速増殖原型炉「もんじゅ」と高温工学試験研究炉「HTTR」
の燃料体も正六角形です。
　画像は、緊急時環境線量情報予測システム世界版「WSPEEDI-II」の三次元動画（左上）と幌延深地層研究セン
ターの地下施設（右下）です。
　WSPEEDI-IIは、原子力事故時の迅速な広域汚染予測が可能なシミュレーションシステムで、環境モニタリング等
の緊急時対策を支援する役割を担うよう期待されています。
　幌延深地層研究センターでは、一見のどかな風景の中、我が国の高レベル放射性廃棄物処分計画を支える最先端
の地層科学と地層処分にかかわる研究が進められています。



�２００９　日本原子力研究開発機構（禁無断転載）

■本誌及び内容についてのお問い合わせは、下記にお願いいたします。
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e-mail　ird-seika_shi@jaea.go.jp
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